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窒
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　　　　源兆馨

昭
職
二
十
隅
無
六
月
一
目
題
軸
雀
特
別
扱
饗
嘱
曲
艦
驚
第
闘
瓢
叢
蟹

曜
禰
二
十
八
嘩
八
目
瓢
B
邸
瑚
　
（
難
月
一
隅
嚢
行
）

キ
ェ
川
ケ
ゴ
ー
〃
に
於
け
る
信
仰
と
倫
理
：
：
東

專

郎

混
書
郵
力
哲
學
に
於
け
。
傷
…
…
松

尾
　
義
　
海

京都大躍文學郡内
　京都哲學會



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
強
目
は
蹴
戯
晶
嚢
に
お
一
り
る
甜
誓
學
の
幽
醗
…
究
と
そ
の
普
及
を
騙
悶
る

　
こ
と
を
目
酌
と
す
る

一
、
右
の
鼠
艶
の
弾
め
に
次
の
窮
業
を
行
う

8
　
毎
月
一
同
研
究
禽
を
開
く

仁⇒

@
毎
年
公
開
羅
演
魯
を
開
く

日
　
毎
月
一
圃
「
哲
學
研
究
」
を
褒
行
ず
る

一
、
本
禽
網
の
跡
業
を
遽
行
ず
る
た
め
に
倭
…
員
若
干
名
を
お
く
、

委
襯
貝
は
京
都
大
醗
哲
學
科
歎
孟
冨
及
び
黍
員
＾
曾
に
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
委
囑
す
る

一
、
本
會
は
禽
員
組
織
と
し
、
會
員
に
は
贅
格
の
制
阻
を
設
け

識な

｢
、
鳳
炉
校
・
鷹
鞭
脚
館
・
廿
脚
他
の
鶴
驚
は
繍
門
舳
臓
の
名
を
以
て
入

禽
す
る
こ
と
竜
で
逡
る

一
、
一
員
は
會
費
と
し
て
年
八
四
〇
圓
、
叉
は
傘
年
凶
二
〇
國

を
諮
納
す
る

扁
、
禽
昆
貝
は
愈
隅
誌
の
醜
布
を
受
け
、
愈
回
誌
に
豫
諏
群
す
る
諸
種
の

行
晦
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
量
る

一
、
本
工
は
臨
・
務
獅
を
京
都
大
學
女
學
部
内
に
お
く

一
、
本
工
画
規
約
の
一
改
正
鱒
鷹
更
は
委
蹴
貝
倫
N
の
決
灘
晒
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

矢三松野西長田増高藤島下灘田上井有
田　尾田谷尾中内田原　程澤井野　賀

郎勉海夫治入郎範郎郎夫吉鄭荷夫勉郎
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報
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受

物
　
畢
　
礫
　
誌

購
賛
歌
研
究

一
　
橋
　
鍮
　
三

人
　
女
　
繰
　
報

人
　
女
　
研
　
兜

窟
　
数
　
丈
　
化

宗
　
敬
　
研
　
究

麟
　
籍
　
國
　
文鉢

立
命
館
丈
藻

継
　
濟
　
論
　
裳

史
　
學
　
礫
　
誌

哲
　
雛
　
會
　
誌

彙

贈
　
難
　
誌

餓
籏
纏
蟹
敏
鞠
播
）

（
隅
憲
融
大
畢
跡
難
鶴
内
、
落
轄
敏
研
翫
箇
）

簸…

�
¥
み
ハ
巻
驚
岬
…
瓢
、
　
眠
麗

ユ
檎
大
畢
一
鰐
鍛
雷
）

第
二
十
伽
王
土
｝
幽
、
　
盤
、
六
號
、
籠
皿
　
工
質
置
簸
岬
一
蟹

（
東
宗
郷
立
大
醗
人
丈
寒
露
）

簸
八
蟹

へ
大
籔
蜜
立
大
覇
交
雛
爾
）

第
臨
態
海
膨
號
（
一
、
二
）

（
醐
野
撫
大
摯
密
教
醸
窺
禽
）

鐙
二
一
、
二
二
蟹

へ
爲
本
彊
鞍
凝
蜜
）

第
ご
二
脳
號

へ
蹴
鶴
火
重
重
從
碓
佃
）

液
鶯
丁
一
三
、
　
一
｝
二
闘
、
　
ニ
ニ
五
、
　
二
　
一
六
贈
脚

へ
蹴
郡
大
學
女
繰
蔀
内
、
史
購
研
究
會
）

筋
弼
謡
・
丁
灘
搬
噌
簸
〃
臨
號
、
…
蹴
荒
†
由
ハ
餓
｝
嬢
押
一
騨
凹

へ
立
論
館
大
灘
人
交
麟
購
研
蹴
掛
）

籏
九
烈
、
九
六
、
九
七
、
九
八
続

鵜
璽
識
難
聡
魂
嚢

（
蛮
蹴
大
雄
文
攣
茄
内
、
史
箪
奮
）

齢
珊
六
十
鵡
蹴
糊
、
　
餓
曙
凱
、
　
蹴
、
　
誠
、
　
六
齪

（
車
襲
穴
墨
籔
麟
衡
）

鑛
凹
一
褻

“．

次爲號

公
通
性
（
0
2
5
ヨ
ご
乞
2
二
〇
ε
と
流
通
性
：

へ
O
o
ヨ
菖
鴬
茗
鑓
嵩
。
鄭
）

出
内
得
立

無
｛
顎
思
鵠
幅
に
於
け
る
業
の
簿
晒
今
ゆ
・
：
：
・
．
・
：
佐
々
轟
小
現
…
眼

デ
カ
ル
ト
の
實
鞭
濫
禰
：
：
：
：
：
．
：
：
：
・
．

　
　
一
理
繭
、
縄
験
、
賓
臨
一

三
　
輪
　
正

」

践
五



，

會

告

回
、
本
圃
は
工
員
組
織
と
し
膚
員
に
は
藏
格
の
制
限
を
穀
け
ま

せ
ん
、
入
倉
阿
希
望
の
方
は
京
都
策
左
京
麗
闘
辮
藩
浦
町
弘
丈

堂
内
山
県
都
暫
回
學
曾
係
宛
に
規
定
の
禽
曲
賀
（
年
八
四
ド
○
畷
π
人
は

牟
年
匹
二
〇
闘
）
を
お
郷
込
下
さ
い

「
撫
鱒
赫
口
座
凸
昂
翻
㈱
醐
九
甲
五
五
晶
ハ
番
　

山暴

s
暫
羅
倫
鳳
」

一
、
三
曲
賀
切
れ
の
揚
ム
罰
は
帯
乱
封
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
御
携
込
下
さ
い
、
一
年
分
（
久
は
牛
4
3
分
）

會
費
は
胴
囲
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
叉
は
六
班
）
　
の
逡
附
濟

を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
簗
更
典
他
の
纂
惰
に
よ
る

漁
不
足
は
一
年
（
叉
は
牟
年
）
鯨
に
糖
算
し
ま
す

一
、
命
踊
員
の
紬
輝
居
入
退
會
等
（
編
焦
｝
慕
務
m
以
外
の
一
切
）
の
蹴
｝
務

は
弘
文
堂
内
京
都
哲
雌
會
係
へ
轡
蓮
郷
下
さ
い

一
、
本
・
誌
の
鞘
細
集
に
閲
脚
す
・
る
麺
信
∵
麟
朋
刊
書
・
塗
可
…
贈
難
勲
紺
等
は
本

欝
宛
に
お
梱
り
下
さ
い

よ暴

京京都
郷都

知了哲
醗左
女京

髪二

階會

編

集

人

昭昭
勲和

十十
ノYノ＼

年年
八八
簿月
十五
旨　臼

毅印
行k　ll

獲
行
人

印
鰯
人

印
棚
所

焚
行
所

三代　京
　　京
　　Pt・都

村　大
　　箪薯2で
　　　　i’1

　　es學

　　部
勉　内會

酒
　
　
井
　
　
　
　
明

藁
京
篇
予
代
斑
二
三
雛
霧
醸
観
ノ
臨

伊
　
　
藤
　
　
久
　
　
春

京
郡
鳥
脇
中
西
浦
鯖
鯉
O

弘
文
堂
印
刷
駈

票
都
窃
田
中
繭
描
跡
圏
O

質量

甦式

馨弘

奮
重文
譲
護堂

　
　
　
註
　
丈
　
規
定

一、

D
員
以
外
の
購
讃
者
の
獅
註
曳
及
び
蹟
告
に
親
す
る
件
は

「
弘
丈
堂
」
へ
御
串
込
下
さ
い

一
、
　
本
誌
の
御
註
女
は
す
べ
て
代
金
郵
漁
祝
菰
ハ
　
（
一
戯
W
、
　
完
甜
徴
・
七

十
圓
・
郵
稚
八
照
四
）
前
金
に
て
お
邊
り
下
さ
い

一
、
特
に
覇
求
轡
及
び
領
牧
嶺
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
雰
八
圓

を
お
邊
り
下
さ
い
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